
（事例発表）
小松市における
災害廃棄物処理対応について

令和５年１０月４日・５日

中部ブロック災害廃棄物対策セミナー

石川県小松市経済環境部環境推進課
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１．災害発生の状況

気象の状況

24時間雨量399mm：令和4年8月3日21:40～

1時間最大雨量90mm：令和4年8月4日9:50～
出典：石川県河川総合情報システム（中海観測所）

土砂災害警戒情報：8/4 5:08、9:45、13:25、19:40発表

記録的短時間大雨情報：8/4 5:28、10:06、10:36、10:47発表

出典：金沢地方気象台
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１．災害発生の状況

河川の状況

梯 川（国） 氾濫発生情報 8/4 14:30（右岸10.2KP～10.6KP）

鍋谷川（県） 氾濫発生情報 8/4 15:30（左岸鍋谷川橋300m下流）

8/4 18:30（左岸牛島排水機場100m上流）

河川越水箇所

河川堤防決壊箇所

河川被災箇所

堤防決壊（古府町地区）

堤防決壊（上八里町地区）

河道閉塞（中ノ峠町地区）
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住家被害（世帯）

合計
一部
損壊

床下
浸水

床上
浸水

半壊全壊

1,2７２６９８８ ※9７１７６５

※床下浸水は消防本部調べ（棟数）

その他の主な被害

田畑冠水 約６００ha 道路損壊 ７７箇所

水道（断水） ６０戸 がけ崩れ ７箇所

河川護岸一部損壊 ２９箇所 農業施設被害 2３８箇所

林道被害 ２７８箇所

（令和5年１月４日時点）

人的被害（人）

合計軽傷重傷

７６１

■証明書等の発行状況

罹災証明書 794件

被災届出証明書 370件

被災証明書 189件

住家

非住家（納屋・車庫・空き家・土地・構築物・車両・家財等）

事業所：165件，農林漁業施設：24件
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２．被害の状況



災害廃棄物仮置場の選定（8/4）

○小松市災害廃棄物等処理計画（R2.9改定）に合わせて

仮置場候補地を選定済み

○仮置場候補地の中から、下記の条件を満たす場所を選定

①直ちに使用できること

②一定期間継続して使用できること

③廃棄物を分別して、一定量堆積できる広さであること

④車両搬出入に都合がよい場所であること（アクセス性高い）

⑤アスファルト舗装されていること

こまつドーム 第２駐車場・第３駐車場 １箇所
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３．災害廃棄物の受入れ準備



こまつドーム第２駐車場・第３駐車場の概要

土地所有者 ： 小松市

管 理 者 ： （公財）小松市まちづくり市民財団（指定管理者）

面 積 ： 7,700㎡（第２P）＋6,800㎡（第３P）＝14,500㎡
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こまつドーム
駐車場

こまつドーム

第2駐車場 第3駐車場

３．災害廃棄物の受入れ準備

第1駐車場



環境省、石川県、（一社）石川県産業資源循環協会との協議（8/5）

○令和元年12月に（一社）石川県産業資源循環協会と小松市との間で
「災害時における廃棄物の処理に関する協力協定」を締結

【協定内容】

・協力要請：災害廃棄物の収集、運搬、処理の協力を要請できる

・活動実施：指定活動場所では市の指示に基づき活動

・処理方法：応急分別方法による収集、可能な限り再使用、再生利用
を図る

・費用負担：初動調査は協会負担
それ以外は協議して決定

・受入態勢整備：市が仮置場を設置し
速やかに協会に通知

※産資協は県とも同様の協定を締結済み
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３．災害廃棄物の受入れ準備



環境省、石川県、（一社）石川県産業資源循環協会との協議（8/5）

○（一社）石川県産業資源循環協会に口頭で要請

委託内容 仮置場の設置・運営（災害廃棄物の分別・荷降ろし等）

災害廃棄物の運搬・処分

○環境省、県、産資協との打合せ内容

・災害廃棄物の処分方法

・仮置場での動線、交通誘導員の配置位置の確認

・仮置場に必要な人員・物資の確保

・市民への周知方法

・開設時期
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３．災害廃棄物の受入れ準備



市民等への周知

8/5 10:00 災害廃棄物の仮置場を準備中
内容：8/7より受入開始、詳細は8/6にお知らせ
方法：市HP、LINE（防災・市政情報お知らせ）

防災無線（各戸設置）
結ネット（町内会役員向け情報アプリ）

8/5 14:00、15:30 被災ごみに関するお問い合わせ先のお知らせ
内容：環境推進課の電話番号、8:40~17:25、土日も可
方法：市HP、LINE、防災無線、結ネット
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３．災害廃棄物の受入れ準備



市民等への周知

8/6 12:30 災害廃棄物の仮置場の設置について

内容：8/7(日)～8/31(水) 9:00～16:00

・土日お盆も受入

・こまつドーム駐車場

・できるだけ泥を落としての持ち込み

・ごみは自身でおろしていただく

・あらかじめ分別して持ち込むとスムーズ

・生ごみは通常の収集日に町内の集積場へ

方法：市HP、LINE、防災無線、結ネット

※市HP、LINE、結ネットではチラシも配布
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３．災害廃棄物の受入れ準備

案内チラシ



市民等への周知

8/6 12:30 災害廃棄物の仮置場の設置について
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３．災害廃棄物の受入れ準備

分別の区分は災害廃棄物等処理計画に基づく



仮置場の設営（8/6AM～）
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３．災害廃棄物の受入れ準備



仮置場の設営（8/6AM～）
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３．災害廃棄物の受入れ準備



仮置場周辺住民への周知

8/5 地元町内会長へ電話で周知

→ 町内会長より防災無線でお知らせいただく

8/19 周辺住民に文書を持って直接説明

幸いにも苦情はなく、ご理解いただく
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３．災害廃棄物の受入れ準備



受付

○宣誓書の記入

災害ごみであること

分別ルールに従うこと

写真撮影の同意

氏名・住所・連絡先

車両ナンバー

○廃棄物の確認

○車（ナンバー、廃棄物）の

写真撮影

○ルートの説明

※8/7(日)～8/11(祝)の5日間には

令和元年災害で長野県へ派遣された

経験がある県職員が受付方法を実践
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４．仮置場の運営



荷降ろし

荷降ろしは原則持ち込まれ方にと周知

→ 実際はほとんどが産資協会員や

ボランティア等が実施
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４．仮置場の運営



中間処理

分別・運搬ができる程度に粗破砕
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４．仮置場の運営



積込・搬出

種別ごとにトラックに積込み

処理先へ搬出
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４．仮置場の運営



初日8/7

○30分前倒して8:30に開場

○最大約600ｍ渋滞

（最長待ち時間1時間30分）

○搬入車両：731台
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４．仮置場の運営



他市町への応援要請（8/8）

○8/7の現場状況から県を通じて荷降ろし作業員を他市町へ応援要請

○8/9～8/16に15市町・事務組合から延べ53名の派遣決定
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４．仮置場の運営
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受入期間の延長（8/17）

○「搬入車両が一定量あること」

「被災町会から延長を望む声があること」

から受入期間を8/31→9/11延長

○合わせて、「産業廃棄物は持込できないこと」

「市ごみ処理場への持込はできないこと」

「9/1以降は第2駐車場のみとなること」

を周知

○周知方法：市HP、LINE、防災無線、結ネット
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４．仮置場の運営



災害における一般廃棄物と産業廃棄物の区分

○市が処理できるもの 一般廃棄物に限定

○事業者が排出できる災害廃棄物（一般廃棄物と取り扱うもの）

・排出者が中小企業

・性状が一般家庭から排出されるものと同様

・生活保全上特に一般家庭からの廃棄物と一体処理

※産業廃棄物となるもの

・事業活動により排出されるもの、製造業の工作機械、農業機械など

○建物解体等に伴う災害廃棄物（一般廃棄物と取り扱うもの）

・罹災証明や被災証明（市の認定調査必要）で「全壊」と判定

された建物であって、生活保全上解体撤去が必要なもの

・建物所有者またはボランティアが自ら解体する建物

災害関係業務事務処理マニュアル（環境省）より整理
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４．仮置場の運営

すべて満たす場合

いずれか



こまつドームの仮置場受入実績（8/7～9/11）

○搬入台数計3,845台 日あたり最多台数731台（8/7）

日あたり最少台数11台（9/1） 平均107台
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４．仮置場の運営
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エコロジーパークこまつ（ごみ処理場）への持込（8/5～8/8）

エコロジーパークこまつへ持ち込まれた災害ごみ

→ 別途石川県産業資源循環協会へ処理依頼
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５．仮置場開設前の受入
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被災地周辺での災害廃棄物受入場所（１次仮置場）の設置

○こまつドームへの搬入が困難な状況にあり、生活環境保全上の

問題が生じる恐れがある地域は、緊急措置として被災箇所の近隣に

一時的に災害廃棄物

受入場所を8箇所設置
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６．災害廃棄物受入場所

①白江町（白山神社駐車場）

②-2古府町（公民館グランド）

②-1古府町（町内会長宅前）

⑤中海町（公民館前）

④鵜川町（若宮八幡神社前）

⑥中ノ峠町（大山神社）

③河田町（国府地区体育館）

仮置場
こまつドーム

⑦遊泉寺町（小山神社）



被災地周辺での災害廃棄物受入場所（１次仮置場）の設置
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６．災害廃棄物受入場所

舗装開設期間面 積場 所

有8/8～8/9416㎡①白江町（白山神社駐車場）

無8/9～8/12575㎡②-1古府町（町内会長宅前）

無8/9～8/182,700㎡②-2古府町（公民館グランド）

有8/9～8/12675㎡③河田町（国府地区体育館）

有8/825㎡④鵜川町（若宮八幡神社前）

有8/6～8/1880㎡⑤中海町（公民館前）

有8/10～10/3147㎡⑥中ノ峠町（大山神社）

無8/10～8/16225㎡⑦遊泉寺町（小山神社）

4,843㎡合 計



被災地周辺での災害廃棄物受入場所（１次仮置場）の設置

○設置・管理者 町内会

○収集・処分 小松市

○分別看板の貸与（市→町内会）

○覚書の締結（町内会で管理する事項など）

・対象とする廃棄物

・場所の選定、周辺住民との調整

・町民のみが利用

・対象廃棄物と期間の遵守

・対象外・分別されていない廃棄物

→ 取り残し → 町内会が処分

※実際には被災地各地で自主的に
受入場所が設置されてしまった
ケースも多く、後追いで覚書を締結
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６．災害廃棄物受入場所



被災地周辺での災害廃棄物受入場所（１次仮置場）の設置
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６．災害廃棄物受入場所

①白江町（白山神社駐車場） ②-1古府町（町内会長宅前）

②-2古府町（公民館グランド） ③河田町（国府地区体育館）



被災地周辺での災害廃棄物受入場所（１次仮置場）の設置
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６．災害廃棄物受入場所

④鵜川町（若宮八幡神社前） ⑤中海町（公民館前）

⑥中ノ峠町（大山神社） ⑦遊泉寺町（小山神社）



災害廃棄物受入場所から仮置場への運搬

○令和元年12月に一般廃棄物収集運搬許可業者15社と小松市との

間で「災害時における廃棄物の処理に関する協力協定」を締結

【協定内容】

・協力要請：災害時の家庭ごみの収集、運搬の協力を要請できる

・処理方法：応急分別方法による収集、可能な限り再使用、再生利用

を図る

・費用負担：市負担
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６．災害廃棄物受入場所



災害廃棄物受入場所から仮置場への運搬

○一般廃棄物収集運搬許可業者への委託の問題点

・通常の廃棄物収集運搬を行ったうえでの災害廃棄物運搬

・各社とも車両や人員に余裕がない

○別途運搬できる者の確保が必要

○小松能美建設業協会、県内市へ協力を要請

31

６．災害廃棄物受入場所



災害廃棄物受入場所から仮置場への運搬

○小松能美建設業協会（8/7）

・平成18年11月に小松能美建設業協会と小松市とで

「災害時等における応急対策工事に関する基本協定」を締結

・協力要請（口頭）

・応急復旧や泥上げなど人手が少ない中で8/7のみ了承

・後日遡って、協会ではなく各社と個別契約
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６．災害廃棄物受入場所



災害廃棄物受入場所から仮置場への運搬

○県内他市（8/9～8/18）

・石川県市長会を通じて、県内他市へトラックorパッカー車と

作業員の派遣を要請

・６市よりトラック・パッカー車延べ33台、運転手・作業員58名

を派遣いただく

・廃棄物の種類や現場条件により、平ボディトラックとパッカー車を

使い分け
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６．災害廃棄物受入場所



災害廃棄物受入場所の事後処理（11/4～1/27）

○古府町公民館グランドでの災害廃棄物撤去後、細かなごみ

（ガラス片・陶器片など）の散乱が判明

○町内会から撤去の依頼（大きなごみは町内会で除去）

○整地工事を発注して対応
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６．災害廃棄物受入場所



エコロジーパークこまつでの受入（9/12～10/2）

○被災地町内会から引き続き受入要請

○こまつドームは大規模イベントが予定されており継続使用困難
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７．9/12以降の受入対応

○エコロジーパークこまつ内に仮置場設置

・受入日を限定（災害ボランティアセンターの営業日と整合）

・搬入申請書に災害ごみであることの確認印必要

（町内会長・ボランティアセンター・市担当課）

← 便乗ごみの排除

土金木水火月日

9/179/169/159/149/139/129/11

9/249/239/229/219/209/199/18

10/19/309/299/289/279/269/25

10/810/710/610/510/410/310/2



エコロジーパークこまつでの受入（9/12～10/2）

○受入時間：9:00～16:00

○受付：市職員（1名）

○荷降ろし・搬出・処分：石川県産業資源循環協会（4～12名）

○受入ごみ：これまでと同様（8種類）
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７．9/12以降の受入対応
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エコロジーパークこまつでの受入（10/3～2/21）

○通常のエコロジーパークこまつの営業日・時間内で対応

・受入日：月曜日～土曜日（祝日含む）

※ボランティアセンターの状況に応じて日曜日もあり

・受入時間：8:30～16:30

・搬入申請書：必要（確認印も必要）

・受付：エコロジパークこまつ運営事業者（通常の業務の範囲）

※混雑時（休日・年末）はシルバー人材センターから1名派遣

・誘導：エコロジパークこまつ運営事業者（通常の業務の範囲）

・荷降ろし：持ち込まれた方

・搬出処分：石川県産業資源循環協会

・受入ごみ：これまでと同様（8種類）

37

７．9/12以降の受入対応



エコロジーパークこまつでの受入（10/3～2/21）

その他1月以降は1台のみ
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７．9/12以降の受入対応
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石川県産業資源循環協会へ処分依頼

○石川県産業資源循環協会員各々処分 → 可能な限り再資源化

39

８．災害廃棄物の処分

最終処分・
再資源化

中間処理運搬廃棄物の種類

埋立
（エコロジーパークこま
つ）

焼却
（エコロジーパークこま
つ）

可燃ごみ
（木くず・紙ごみ・プラ
スチック類）

埋立
（エコロジーパークこま
つ）

－

埋立ごみ
（ガラス・陶磁器・鏡・
泥の付着が多い可燃ご
み）

再資源化
（富山県黒部市）
可燃物
（エコロジーパークこま
つ）

破砕・選別
（白山市・富山県射水
市）

不燃ごみ
（小型家電等）



石川県産業資源循環協会へ処分依頼

○石川県産業資源循環協会員各々処分 → 可能な限り再資源化

40

８．災害廃棄物の処分

最終処分・
再資源化

中間処理運搬廃棄物の種類

再資源化

解体
白山市（指定再商品化工
場）
／家電リサイクル券対応

家電リサイクル対象品
（エアコン・テレビ・洗
濯機・冷蔵庫）

再資源化
（富山県射水市）
可燃物・埋立
（エコロジーパークこま
つ）

破砕・選別
（富山県射水市）

家電リサイクル対象品
（うち破損等による不適
合品）



石川県産業資源循環協会へ処分依頼

○石川県産業資源循環協会員各々処分 → 可能な限り再資源化
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８．災害廃棄物の処分

最終処分・
再資源化

中間処理運搬廃棄物の種類

再資源化
（富山県射水市）
可燃物
（エコロジーパークこま
つ）

破砕・選別
（富山県射水市）

不燃ごみ
（業務用機器）

再資源化
（白山市）

破砕・選別
（白山市）

スプリング入り廃棄物
（ソファ、マットレス
等）

埋立
（金沢市）

焼却
（金沢市）

廃液（廃油含む）

埋立
（金沢市）

選別・焼却
（金沢市）

スプレー缶



石川県産業資源循環協会へ処分依頼

○石川県産業資源循環協会員各々処分 → 可能な限り再資源化
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８．災害廃棄物の処分

最終処分・
再資源化

中間処理運搬廃棄物の種類

再資源化
（金沢市）

選別
（金沢市）

消火器

蛍光管／再資源化
（金沢市）
電池類／再資源化
（北海道北見市）

選別・破砕・再生・
脱水銀
（金沢市）

水銀含有物
（蛍光管、電池類）

アルミなし／売却
（金沢市）
アルミあり／売却
（金沢市）

アルミなし／破砕
チップ化
（金沢市）

廃タイヤ



石川県産業資源循環協会へ処分依頼

○石川県産業資源循環協会員各々処分 → 可能な限り再資源化

43

８．災害廃棄物の処分

最終処分・
再資源化

中間処理運搬廃棄物の種類

売却
（金沢市）

除湿器／フロン抜
圧縮
（金沢市）

金物類・金属くず
（自転車、金庫、電気
カーペット、除湿器）

チップ化
（富山県高岡市）
チップ化
（金沢市）

破砕
（小松市）
破砕
（金沢市）

大型家具・木くず

埋立
（金沢市）

焼却
（金沢市）

畳



石川県産業資源循環協会へ処分依頼

○石川県産業資源循環協会員各々処分 → 可能な限り再資源化

44

８．災害廃棄物の処分

最終処分・
再資源化

中間処理運搬廃棄物の種類

埋立
（金沢市）

焼却
（金沢市）

ふとん、絨毯、カー
ペット



他市への搬出に伴う事前協議・通知

○廃掃法施行令第4条第1項第9号の規定に基づく通知

・事前協議 → 回答 → 通知

・金沢市、白山市、富山県射水市

45

８．災害廃棄物の処分



災害廃棄物種類別の重量

○総重量1,717ｔ

46

８．災害廃棄物の処分

可燃ごみ, 575 

埋立ごみ, 314 
家具・木くず, 285 

畳, 198 

コンクリートがら, 90 

カーペット・絨毯・布団, 51 

金物、金属くず, 45 
小型家電, 44 

混合ブリキ、鉄等有価物, 41 

家電リサイクル対象品, 39 
廃タイヤ, 12 

ソファ、椅子, 11 自転車ほか, 8 
廃液, 5 

単位：ｔ



①再資源化（石川県産業資源循

環協会へ委託）, 579 

②可燃ごみ（エコロ

ジーパークこまつで焼

却）, 575 

③埋立ごみ（最終

処分場で埋立）, 
314 

④焼却処理後、埋

立（石川県産業資

源循環協会へ委

託）, 249 

災害廃棄物処理先別の重量

○総重量1,717ｔ

47

８．災害廃棄物の処分

単位：ｔ

※R4小松市可燃ごみの
約2％に相当

※R4小松市埋立ごみの
約24％に相当



その他重量によらない災害廃棄物（個数管理のもの）

48

８．災害廃棄物の処分

家電リサイクル法対象品目再資源化（石川県産業資源循環協会へ処理委託）

35台エアコン

1,089本
水銀含有物

（蛍光管等）

1,265本スプレー缶

431台テレビ112枚マットレス

245台洗濯機

171本
アルミホイール

付タイヤ

44台フロン回収

472台冷蔵庫297本消火器

1本大型消火器

2,979個 1,183台



環境省災害廃棄物処理支援制度（人材バンク）

○人材バンクとは？

・災害廃棄物処理を経験した地方公共自治体職員を「災害廃棄

物処理支援員」として登録

・平時には自らがスキルアップを図りながら、発災時には被災地

を支援

○活用の流れ

49

９．人材バンクの活用

地方環境事務所
現地支援チーム

環境省

被災都道府県

支援制度
活用の検討

被災地方公共団体
派遣依頼

災害廃棄物
担当部署 支援員

支援員が所属する地方公共団体

派遣協力依頼

調整

費用負担等
の協議

支援員
派遣要請

先遣隊として支援員の
ニーズを把握し調整



災害報告書作成のための支援員の派遣要請

○災害等廃棄物処理事業費補助金に係る災害査定のための

災害報告書作成が必要

○（当然ながら）災害報告書を作成した経験者がいない

そもそも災害報告書がどういうものかわからない

何を、どのように作ればよいかわからない

査定で査定率が高くなるようにしたい

環境省（中部地方環境事務所）へ支援員の派遣を要請

長野県佐久市から職員１名（令和元年台風19号による

災害で災害報告書を作成した経験者）を派遣いただく

50

９．人材バンクの活用



実際のところは･･･

○8/5（発災翌日）の時点で、佐久市からお見舞いと職員を

派遣できる用意がある旨の連絡あり

→ まだ、全体が見えておらず、当面の職員の派遣はお断りした

○8/5の環境省・石川県との協議の中で、人材バンク活用を

環境省から推奨される

○8/8～8/12 環境省へ人材バンク活用を打診

環境省が佐久市職員と調整し、派遣の承諾を取り付ける

○8/12 小松市→佐久市 口頭で派遣要請（課長→職員本人）

○8/16 小松市→佐久市 口頭で派遣要請（課長→課長）

○8/17 佐久市職員 人材バンクに登録

小松市→佐久市 派遣要請（文書）

○8/22 プレスリリース（環境省、石川県、長野県、小松市、佐久市）

51

９．人材バンクの活用



佐久市からの職員派遣

①8/24～8/26

（事前に災害報告書を送付いただいた上で）

・現場（仮置場）の確認

・災害報告書の基本的な書類の流れ

・災害報告書として作成すべき書類

・災害廃棄物総量の推計の方法 など

②10/13～10/15

（改めて派遣要請 10/4付け文書）

・作成した災害報告書の確認と修正

52

９．人材バンクの活用



災害報告書の構成

○報告書鏡（小松市→環境大臣）

○事業費算出内訳（総括表）

○気象データ

○仮置場・受入場所位置図

○仮置場の状況

○受入場所の状況

○住民への周知

○被災の状況

○処理方法の概要（処理フロー、災害廃棄物発生量の推計など）

○事業費算出内訳の明細

53

10．災害報告書



報告書鏡

①災害等の概況

②全般的被害状況（人的・住家の被害）

③事業主体名

④事業区分

⑤事業費見込額

⑥事業費算出内訳

⑦添付書類

⑴気象データ

⑵行政区域図等

⑶被災箇所

⑷処理方法の概要

⑸事業費内訳の明細
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10．災害報告書



事業費算出内訳

・とにかく考えられる項目はすべて計上

（着手済み・未着手問わず）

・計上していない項目は補助対象となら

ない（後日追加は認められない）
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10．災害報告書



気象データ

観測所位置図、雨量データ（気象庁）

雨量データ（被災地に最も近い／雨量が最も多い

公的機関が観測しているもの）

天気図・気象衛星赤外線画像（発災前～発災後）
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10．災害報告書



仮置場・受入場所位置図
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10．災害報告書



仮置場の状況

○概要（住所、面積、期間等）

○廃棄物の種類

○来場台数（日別）
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10．災害報告書



仮置場の状況

○配置図

○写真
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10．災害報告書



受入場所の状況

○概要（住所、面積、期間等）

○廃棄物の種類

○各箇所位置図・配置図・写真
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10．災害報告書



住民への周知

○市ホームページ

○チラシ
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10．災害報告書



被災の状況

○箇所図

○地区ごとの被害状況（全壊○件、半壊○件・・・）

○写真
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10．災害報告書



処理方法の概要

○廃棄物種類ごとの

運搬・中間処理・最終処分・

再資源化の流れがわかる

フロー図
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10．災害報告書



処理方法の概要

○災害廃棄物発生量の推計

・災害廃棄物原単位：環境省災害廃棄物対策指針技術資料より
全壊117t/戸、半壊23t/戸、床上浸水4.6t/戸、床下浸水0.62t/戸

・被災戸数：罹災証明発行数より

⇒ 推計値 5,351t

9/11時点の受入実績値：1,180t

補正作業

・半壊判定の家屋 → 解体実績なし → 床上浸水と同等と見なす
半壊23t/戸 → 4.6t/戸

・がれき類の搬入なし → 佐久市組成実績からがれき分を算出し控除
全壊117t/戸×44.1%＝51.6t/戸

補正後推計値 2,000t
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10．災害報告書

乖離が大きい



処理方法の概要

○災害廃棄物発生量の推計

・総発生量（推計値）2,000tを搬入実績割合（組成比率）で

按分して品目ごとの推計値を算出
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10．災害報告書



事業費算出内訳の明細

○入札（随意契約）～契約まで一連の書類

・廃棄物処理など廃棄物量に影響を受けるものは単価契約

災害協定書、随意契約理由書、見積徴収伺（単価）、

見積書（単価）、金額計算表、予算執行伺書、契約書

作業日報（提示のみ）

・整地工事など

工事設計書（仕様書、図面、数量表含む）、予算執行伺

入札調書、契約書、支出負担行為伺
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10．災害報告書



スケジュール

8/17 災害廃棄物補助金説明会（web、環境省＋県＋県内被災市）

（8/24～8/26 佐久市から職員派遣①）

8/25 環境省打合せ

（10/13～10/15 佐久市から職員派遣②）

10/18 災害報告書仮提出（紙＋PDF、県経由環境省へ）

10/21 環境省打合せ（web、環境省＋県）

11/8 環境省打合せ（web、環境省＋県）

11/10 災害報告書提出（紙＋PDF、環境省2部、北陸財務局1部）

11/16 災害査定（環境省＋北陸財務局＋県）

R5.1/11 限度額通知

1/13 交付申請書提出

2/10 交付決定

3/23 実績報告書提出

4/6 確定通知

67

11．災害査定



よかった点

○佐久市への災害派遣経験

・災害廃棄物等処理計画への反映

・分別看板の準備

○事前の仮置場候補地の選定と確保

○石川県産業資源循環協会との協定

・仮置場の設置～運営～災害廃棄物運搬～処分 をまとめて委託

○一般廃棄物収集運搬許可業者との協定

○環境省・石川県からの的確なアドバイス、指導、協力体制

○県内市町やボランティアなどの協力

○人材バンクによる佐久市からの職員派遣

○受入場所の自主運営化
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12．振り返り



反省点

○発災から3日後の仮置場の設置

・他市は2日後

○人員の配置不足

・必要人員の見通しの甘さ

○産業廃棄物の持込対応

・アナウンス不足

・一廃と産廃の曖昧な線引き

69

12．振り返り



ご清聴ありがとうございました

70


